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一 

演
習
地
接
収
の
た
め
農
地
、
山
林
、
牧
野
等
の
喪
失
農
家
の
副
次
収
入
の
大
減
少
並
び
に
農
業
経
営
の
基
本
的
な
各
種

要
素
の
喪
失
等
の
農
家
の
窮
状
に
対
し
て
は
、「
駐
留
軍
の
用
に
供
す
る
土
地
等
の
損
失
補
償
要
綱
」
等
の
補
償
措
置
に
よ

つ
て
、
こ
れ
が
解
決
策
と
さ
れ
て
い
る
現
行
制
度
で
は
、
農
民
生
活
の
維
持
確
保
の
た
め
に
は
真
実
の
保
障
と
は
考
え
ら

れ
な
い
。
す
な
わ
ち
異
状
農
業
と
し
て
の
基
地
農
業
は
、
刻
々
内
部
的
に
経
営
の
異
状
性
を
暴
露
し
、
崩
壊
の
寸
前
に
き

て
い
る
現
実
は
、
補
償
等
の
消
極
策
よ
り
は
再
生
産
の
確
保
拡
充
に
よ
つ
て
積
極
的
に
農
民
生
活
の
安
定
を
図
る
こ
と
に

主
眼
を
お
く
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
料
せ
ら
れ
る
が
、
如
何
。 

二 

一
の
基
地
農
業
の
救
済
再
建
の
指
導
理
念
に
基
き
、
接
収
農
家
と
い
う
国
家
的
犠
牲
下
に
お
か
れ
て
い
る
窮
農
に
対 

し
、
緊
急
に
次
の
具
体
的
な
処
置
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
。 

1 

土
地
の
七
割(

全
地
域
畑
作
地
帯
で
あ
つ
て
一
町
一
反
歩
農
家
が
三
反
歩
に
転
落)

余
が
喪
失
し
て
い
る
農
業
の
現
状

か
ら
推
し
て 
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三 

 



 

三 

演
習
場
一
帯
は
、
演
習
に
よ
る
治
山
治
水
上
の
森
林
地
帯
等
の
壊
滅
に
よ
つ
て
誘
発
さ
れ
る
農
道
、
河
川
の
損
壊
並
び

に
田
畑
、
人
家
の
流
失
、
埋
没
、
浸
水
等
の
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
、
「
総
理
府
告
示
第
五
十 

3 

農
家
経
済
の
安
定
向
上
に
資
す
る
た
め
、
商
品
作
物
の
導
入
と
こ
れ
が
生
産
拡
充
を
図
る
た
め
、
耕
種
改
善
事
業
を

振
興
せ
し
め
る
こ
と
。 

2 

土
地
の
高
度
利
用
を
図
る
と
同
時
に
農
家
の
収
益
を
増
大
さ
せ
る
た
め
、
ら
く
農
の
導
入
並
び
に
養
鶏
、
養
豚
の
振

興
等
の
有
畜
営
農(

迂
回
生
産)

の
拡
充
を
図
る
こ
と
。 

、

ニ 

各
種
農
業
土
木
事
業
の
振
興 

ロ 
土
地
改
良
事
業
の
促
進 

四 

、 
、 
、 

 

イ 

地
下
水
源
の
開
発
等
に
よ
る
水
田
の
造
成
と
畑
地
の
か
ん
が
い
事
業
の
推
進 

等
に
よ
つ
て
土
地
の
生
産
性
を
た
か
め
る
こ
と
。 

ハ 

新
規
開
墾
事
業
の
促
進 

、 

、 

 



 

2 

特
に
東
富
士
演
習
場
に
お
け
る
関
係
十
箇
町
村
は
、
数
年
来
前
記
事
態
の
発
生
の
た
め
、
農
業
の
生
産
力
が
さ
ら
に

減
退
し
、
窮
乏
に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
且
つ
今
後
こ
れ
等
被
害
が
加
速
度
的
に
累
積
さ
れ
る
こ
と
が
必
至
で
あ
る

が
、
こ
れ
が
具
体
的
対
策
と
し
て 

1 

二
と
と
も
に
総
合
的
に
基
地
農
業
対
策
と
し
て
処
置
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
う
が
如
何
。 

号
」
に
係
る
工
作
物
の
設
置
及
び
補
修
す
る
工
事
に
対
す
る
補
助
措
置
が
と
ら
れ
て
い
る
が
、
基
地
農
業
の
再
生
産
確
保

並
び
に
拡
充
の
目
的
に
帰
依
す
る
も
の
で
あ
る
べ
き
で
、
こ
れ
が
た
め
に
は 

五 

 
 

ニ 

河
川
の
欠
壊
の
復
旧
並
び
に
防
止
対
策
と
し
て
の
護
岸
え
ん
堤
工
事 

、

ロ 

流
失
道
路
等
の
復
旧
改
修
措
置
を
し
て
盛
土
並
び
に
側
溝
「
排
水
溝
」
の
拡
充
工
事 

イ 

軍
事
施
設
、
演
習
場
等
放
水
路
の
設
置 

等
の
施
設
の
構
築
を
緊
急
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
最
善
の
対
策
は
ど
う
か
。 

ハ 

橋
り
よ
う
の
流
失
損
傷
に
よ
る
架
橋
工
事 

、
、

、 

、 
 

 



 

 

六 

右
質
問
す
る
。 


